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ミッション

すべての人が住み慣れた地域で暮らし続けるために
医療・看護・介護のみならず、様々な生活支援や地域との繋がりの場を

包括的・継続的に繋ぎ、紡いでいく仕組みを
連携・協働・協創の視点から推進してまいります。



よどきり訪問看護ステーション
よどきりケアプランセンター

よどまちカフェ

かんご庵

よどまち保健室

よどまちステーション淀川キリスト教病院による
バックアップ
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どこでも保健室

健康相談
血圧測定
体脂肪率・骨格筋率の測定
体年齢を総合判定

“まちの保健室”のナースが出張してまいります。
ふだん気になっているおからだの悩みなど、
お気軽にご相談ください♪

お気軽にどうぞ～♪



相談内容

 自分の病気についての情報を得たい（40代男性）

 障がい者の息子の生活できる場所を探してほしい（70代男性）

 他市の認知症のサポートができる関係機関を知りたい（60代女性）

 腰痛で手術を勧められているがどうしたらいいか（80代女性）

 血液データのみかたを教えてほしい（60代女性）

 難病と言われたが、今後どんなことに注意したらいいか（60代女性）

 発達障害の息子について、児童デイサービスなどの情報がほしい（40代女性）

 借金の支払いに保護費を使ってしまい、金がない（50代男性）

 アルコール依存症のクリニックの情報がほしい（60代男性）

 独居なので、緊急時のことが心配（80代女性）

 不安障害があり通院中。体調不良でどうしたらいいか（40代女性）

 認知症の利用者の服薬管理について（ケアマネジャー）

 利用者を増やしたい（訪問看護師）



まちカフェ

 住民同士がつながる場所

⇒地域ぐるみで支えあうしかけづくり

 健康問題を抱える人々にとっての癒しの空間

 住民や専門職などの学びあいの場

 企業・大学とのコラボ



かんご庵

がんや難病、慢性疾患、老衰などにより、余命が残り少ない・・・

医療管理や処置が必要で、自宅や施設での療養が困難

病院を退院するにあたり、在宅調整や準備が必要

一時的に在宅療養が困難になった場合の緊急避難

病院ではなく、“暮らし”のなかで・・・



かんご庵

 暮らしの場で、人として最期までより善く「生きる」「活きる」ための
ケアを提供する

・「もうひとつのわが家」として、自分らしく暮らす

・質の高いケアと安心を提供

 看取る家族を支える

・家族の不安への対応、看取りの教育

・グリーフケア

 コミュニティにおける看取りの文化を醸成する

・入居者に関わる地域の専門職へのサポート

・地域住民との交流、死の準備教育



これからの看護師に求められる能力

 病いと生活を含めた総合的なアセスメント力

 地域包括ケアの実現に向けた関係性調整能力

 意思決定にむけた相談・支援力

 コミュニティとともに歩む柔軟性・人間力

よりよく生きることを支える
地域全体を看護する



よどまちの挑戦
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